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１ 策定の趣旨 

阿蘇外輪山の西麓から熊本平野及びその周辺台地に広がる熊本地域 11 市町村※1では、 

生活用水のほぼ 100％を地下水で賄う全国でも稀な地域です。しかし、その豊富な地下

水に水量・水質両面の課題が顕在化しているため、熊本県及び熊本地域 11 市町村では、 

平成 20 年度(2008 年度)に「熊本地域地下水総合保全管理計画（平成 21～36 年度(2009

～2024 年度)。以下「管理計画」という。）」を共同で策定し、その計画を具体的に推進

する行動計画（第１期：平成 21～25 年度（2009～2013 年度）、第２期：平成 26～30 年

度（2014～2018 年度））を策定し、地下水保全対策を推進してきました。 

令和元年度以降も管理計画の目標達成に向け、対策を着実に推進するため、平成 31

年（2019 年）3 月に「第３期行動計画（令和元年度～6 年度（2019 年度～2024 年度））」

を策定しました 。 

 

 

２ 計画の概要 

  第 3 期行動計画は、管理計画の最終段階であることから、これまでの行動計画の推

進結果を踏まえ、地下水位や湧水量等の改善を更に進めるため、県、11 市町村及びく

まもと地下水財団※２などが今後 6 年間に取組む地下水保全の具体的な目標及び施策を

定めたものです。 

 

 

 

３ 計画期間 

  令和元年度～6 年度（2019 年度～2024 年度）までの 6 年間 

 

４ 第 3 期行動計画（目標と対策毎の取組項目） 

 

＜令和 6 年度(2024 年度)の目標＞ 

（１）かん養量目標：年間 3,800 万㎥を確保  

・現在の人為的かん養対策を引き続き、実施・強化していくことにより、現在の地

下水位の水準を改善しつつ、将来へと引き継いでいくことを目標とします。 

（２）地下水採取量【上限】の目標：年間 16,550 万㎥以下にする  

・水道をはじめとする様々な用途で更なる削減を目指します。 

（３）水質保全目標：指標井戸の硝酸性窒素濃度区分ごとの井戸の割合を次のとおり低減 

     10mg/L 超       ：すべての指標井戸で 10mg/L 以下 

      5mg/L 超～10mg/L 以下：すべての指標井戸で 5mg/L 以下 

・管理計画の最終段階であることから、熊本地域硝酸性窒素削減計画において示さ

れている目標水質の達成に向けて取り組みます。 

 

※1：熊本市、菊池市（旧泗水町、旧旭志村の範囲）、宇土市、合志市、大津町、菊陽町、
西原村、御船町、嘉島町、益城町、甲佐町 

※2：熊本地域の地下水保全対策を産・学・行政協働で推進する組織として平成 24 年 

（2012 年度）に発足した公益財団法人 

３「熊本地域地下水総合保全管理計画・第３期行動計画」の策定について 
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＜対策毎の取組項目＞ 

 

 
Ａ 地下水かん養対策

Ｂ 節水対策

Ｃ 地下水質保全対策

Ｄ 地下水保全の普及･啓発

地下水かん養域の保全

１ かん養域における水田の保全
２ 地下水を育む農産物等の普及促進
３ 水源かん養林等の整備

人為的な地下水かん養対策の推進
４ 営農の一環としての水田湛水事業等の更なる推進
５ 水田湛水以外の人為的な湛水によるかん養対策の推進

６ 雨水浸透施設等によるかん養対策の促進
地下水流動メカニズム解明のための研究

節水のための器具の普及・設備等の充実

１ 水道事業の改善対策の推進

２ 用途ごとの水利用合理化等の促進
３ 雨水貯留タンク等の節水設備等の普及促進

啓発等による節水意識の醸成

有害物質等による地下水汚染未然防止

１ 工場・事業場の指導・監督の推進
地下水質モニタリング（取組み効果の把握）

２ 地下水の汚染状況モニタリングの推進
３ 市町村硝酸性窒素削減計画の策定

硝酸性窒素の発生源ごとの基本的対策の推進

４ 熊本地域硝酸性窒素削減計画に基づく地下水中の硝酸

性窒素濃度低減対策の推進

５ バイオマス資源としての活用検討

様々な水環境教育・啓発活動の推進

１ 幼児・小中学生に対する水環境教育

２ 高校、大学、企業、地域における水環境教育
３ 家庭における水環境教育

４ 啓発イベント等による水保全意識の醸成
５ 顕彰制度による水保全意識の醸成

地下水保全啓発の統一行動の実施

Ｅ 地下水の活用

くまもとの地下水ブランドづくり
１ くまもとの地下水ブランドの推進

くまもとの地下水の情報発信
２ 地下水の魅力の情報発信

災害時における井戸の利活用

白川中流域水田湛水事業

節水啓発ステッカー

水の国高校生フォーラム

かん養域の農産物

地下水と土を育む

農畜産物等認証マーク


